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川崎市児童殺傷事件を受けての子どもの安全確保について 

 

１．川崎市児童等襲撃事件後の対応 

 ◆事件発生当日（5/28（火））の午後１時すぎに、各小中義務教育学校に登下校の安全指導

の徹底について通知を発出 

  ①児童生徒への指導について 

   ・不審者に遭遇した時の対応についての確認 

   ・事件や事故に遭ったり、見聞きした場合の通報連絡等の確認 

   ・複数下校など登下校の安全についての注意喚起 

  ②保護者・地域への協力について 

   ・ＰＴＡや防犯ボランティア等と確認し、登下校時を中心とした見守り活動の充実 

 

２.子どもの安全に関する取組み状況 

（１）子どもたちへの指導や教育の取り組み 

①各学校での防犯教育や防犯対応の実施 

・防犯教室・・・不審者にあったときの訓練（校内移動訓練や対応の仕方） 

・いかのおすし「いかない。のらない。おおきな声を出す。すぐにげる。しらせる。」 

・状況に応じて集団下校の実施 

（２）保護者や地域との連携による取り組み 

 ①連絡体制 

 ・警察への通報、近隣校区への連絡、保護者等への一斉メール配信 

 ②保護者・関係機関・地域との連携 

 ・緊急時引き渡し訓練の実施 

 ・学校支援ボランティア(見守り隊等)、交通安全協会等による登下校の見守り 

 ・安全な通学路の確保・・・通学路安全点検 

 

３．今後の対応 

（１）全市的な子どもの安全確保体制の構築 ⇒子どもの安全に関する関係団体会議の開催 

 ・学校、保護者、地域、公的機関が連携した取組み体制を既存の組織・団体等の協力を仰ぎ



ながら整備し、子どもの安全に関する関係団体会議を近日中に開催する。 

（２）庁内会議での検討 

・全庁的な【中核市「鳥取市」市政推進統括本部会議】において、重大案件である事を全庁

共有し、各種組織・団体の協力をお願いするとともに、情報共有・防犯対策の推進に取り

組む。 

（３）バス通学の実態把握 

  ・利用バス停の位置、名称、利用児童数 

   

４．登下校防犯プランに基づく通学路の安全点検（平成３０年度） 

 ■経緯 

   平成３０年５月、新潟市において下校中の児童が殺害されるという事件が発生した。国

は同様の事件の再発防止を強化するため、「登下校防犯プラン」を策定し、子供の安全確保

の対策に取り組むものとした。同プランにおいて、防犯の観点による通学路の緊急合同点

検を実施することとされ、点検を実施したもの。 

 ■安全点検の実施 

   ①実施期間   平成３０年９月２１日・９月２８日 

   ②実施箇所   小学校・義務教育学校前期課程の通学路６９箇所 

            （中学校は点検対象外） 

   ③実施体制   各小・義務教育学校、鳥取警察署、智頭警察署、浜村警察署 

学校保健給食課、学校教育課、教育委員会分室、協働推進課、都市環

境課、ＰＴＡ・見守りボランティア 

 ■安全点検の内容 

（１） 防犯上危険と考えられる主な内容 

・周囲から見えにくく、連れ込まれやすい場所がある 

・子供が一人になったときに周囲の目（人・車）が少ない 

・付近に助けを求められるような住宅等が少ない 

・路上に死角があり、犯罪が起きても見えにくい 

・灯りがなく、夜間や夕方、犯罪が起きても見えにくい 

（２） 想定された主な対策 

・環境管理の徹底（樹木の伐採等） 

・ボランティア等による見守り活動の強化 

・警察によるパトロールの強化 

・子供１１０番の家の取組の強化 

・集団登下校や保護者等の連携等による一人区間の解消 

・防犯灯の設置や見通しの確保等の防犯まちづくりの推進 

（３） 点検後の取組み 

・点検記録の共有（学校、警察、教委、協働推進課） 

・環境整備等施設管理者の対応（公園等） 

・警察によるパトロール 

・学校と地域ボランティア等の連携（登下校の見守り、子供１１０番の家など） 

 

 


